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は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2

首
の
ど
ち
ら
か
と
、
本
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7
‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳

句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12

月
は
10
日
締
切
）
を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品

は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

作
品
募
集

八
月
や
女
志
願
の
撃
沈
す

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

大
青
田
遠
い
記
憶
を
風
運
び

 

清
水　

和
子
（
神
生
）

新
島
の
小
学
校
を
青
田
風

 

関　

久
伸
（
三
島
）

老
犬
の
夏
一
つ
越
す
命
か
な

 
 

篠
塚　

真
（
富
田
）

お
風
呂
屋
に
旅
の
一
座
や
燕
の
子

 

土
方　

と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

終
の
地
と
決
め
て
祭
の
太
鼓
き
く

 

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

評　

む
か
し
日
本
に
、
女
の
志
願
兵
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
な
に
か
の

特
殊
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
八
月
十
五
日
は
終
戦
の

日
、
私
の
目
の
奥
で
女
志
願
兵
は
、
鮮
烈
な
花
の
よ
う
に
命
を
散
ら
す
。

軒
下
の
蟻
の
行
列
え
ん
え
ん
と
何
処
ま
で
続
く
家
を

め
ぐ
り
て 

鈴
木　

一
満 

（
八
筋
川
）

夕
立
の
去
り
て
涼
し
き
庭に
わ

前さ
き

に
照
り
の
豊
け
し
青
き

柿
の
実 

篠
塚　

み
の
り 

（
小
見
川
）

わ
が
両
手
広
げ
た
よ
う
な
大
賀
ハ
ス
風
と
お
る
た
び

花
び
ら
散
ら
す 

大
後　

み
つ
え 

（
小
見
川
）

戸
を
繰
る
や
朝
顔
の
花
目
に
か
ぞ
え
今
日
が
は
じ
ま

る
赤
青
ピ
ン
ク 

繪
鳩　

昌
之 

（
府
馬
）

亡
き
夫
の
鍬
を
ふ
る
ひ
し
裏
畑
の
土
黒
ぐ
ろ
と
夏
草

茂
ら
す 

長
嶋　

理
子 

（
高
萩
）•

百
枚
の
二
円
切
手
に
そ
ろ
い
た
る
百
の
う
さ
ぎ
の
す

べ
て
真
っ
白 

伊
藤　

か
つ
江 

（
津
宮
）

評　
二
円
切
手
百
枚
の
シ
ー
ト
を
見
た
折
の
驚
き
が
発
想
の
根
源
。
身
近
の
も
の

に
、
ふ
と
眼
を
ひ
か
れ
心
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
深
く
見
つ
め
る
と
こ

ろ
か
ら
歌
が
生
ま
れ
る
。
百
の
う
さ
ぎ
の
白
さ
が
作
者
の
感
性
を
動
か
し
た
の
だ
。

香
取
俳
壇
香
取　

哲
郎
選

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

•
旧
仮
名
遣
い
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だ
ん
だ
ん
カ
メ
ラ
に
慣
れ
て
く

る
と
「
暗
い
と
こ
ろ
で
も
上
手
に

撮
り
た
い
」
と
の
思
い
が
強
く
な

り
ま
す
。
暗
い
と
、
ぶ
れ
や
す

く
、
画
像
に
ざ
ら
つ
き
が
出
る
な

ど
、
撮
影
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
「
花
火
」「
月
」「
星
空
」

な
ど
の
撮
影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く

な
り
ま
す
。

　

今
号
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
取
材

で
は
ホ
タ
ル
を
撮
影
す
る
チ
ャ
ン
ス

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
お
み
が
わ
竹

炭
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

ホ
タ
ル
が
多
く
い
る
と
こ
ろ
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
本
を
読
み
、

勉
強
し
て
撮
影
に
臨
ん
だ
に
も
関

わ
ら
ず
、
成
果
を
出
す
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
来
年
、機
会
が
あ
れ
ば
「
ホ

タ
ル
撮
り
」
に
挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
！ 

（
Ｓ
）

徳と
く

星し
ょ
う

寺じ

本
堂
と
十
六
羅ら

漢か
ん

像ぞ
う

密
教
道
場
の

構
造
風
格
を
残
す
本
堂

　

富ふ

光こ
う

山
大
乗
聖
院
徳
星
寺
は
小

見
字
大
屋
敷
に
所
在
す
る
天
台
宗

の
寺
院
で
す
。
創
建
は
奈
良
時

代
中
期
の
天
平
9
年
（
7
3
7
）、

現
在
の
田
部
字
玄
道
に
、
僧
行ぎ

ょ
う

基き

に
よ
り
開
基
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
後
に
小
見
富
光
（
現
在
の
吉

野
平
）
に
移
転
、
更
に
南
北
朝
時

代
の
貞じ

ょ
う

治じ

年
中
（
1
3
6
2
〜

1
3
6
7
）
に
今
の
小
見
城
跡
に

移
り
ま
し
た
。

　

本
堂
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
元

禄
8
年
（
1
6
9
5
）
の
改
築
で
、

間
口
約
20
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
約
18

メ
ー
ト
ル
の
草
葺
屋
根
で
あ
っ
た

も
の
を
昭
和
36
年
亜
鉛
葺
に
替
え
、

奥
行
も
約
13
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
さ

れ
ま
し
た
。
今
の
向こ

う

拝は
い

は
明
治
13

年
に
新
規
増
築
し
た
も
の
で
、竜
・

獅
子
頭
・
松
に
鳥
の
彫
刻
が
あ
り

ま
す
。
堂
内
の
外
陣
は
全
部
畳
で
、

密
教
道
場
の
た
め
外
部
か
ら
の
ぞ

け
な
い
よ
う
に
、
周
囲
の
障
壁
を

高
く
し
、
内
外
陣
と
も
部
屋
ご
と

に
障
子
で
遮
断
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
寺
の
重
宝
十
六
羅
漢

像
は
、
中
国
の
絵
師
周し

ゅ
う

丹た
ん

が
描
い

た
古
画
16
幅
で
、
江
戸
期
元
禄
5

年
（
1
6
9
2
）
に
狩か

の
う野
永え

い
し
ん真
が
、

徳
星
寺
に
滞
在
中
、
次
の
よ
う
な

鑑
定
書
を
記
し
て
い
ま
す
。

「
十
六
羅
漢
の
図
十
六
幅
は
周
丹

士
筆
に
疑
う
物
無
き
な
り
申
（
元

禄
五
年
）
七
月
十
八
日
、
法
眼
永

真
印
」

　

徳
星
寺
は
昭
和
53
年
12
月
、
十

六
羅
漢
像
は
昭
和
42
年
12
月
に
そ

れ
ぞ
れ
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
（
十
六
羅
漢
像
は
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

▲十六羅漢像

▲徳星寺本堂

市県民税 （2期）
国民健康保険税  （2期）
介護保険料 （2期）
後期高齢者医療保険料 （2期）

今月の納期限
9月1日㈪

今月の休日納税相談日
8月31日㈰

▲十六羅漢像全幅収納状況

■対象　市内在住・在学・在勤の健脚な人
■期日　9月28日㈰
■場所　筑波山(登山)
◇上り…徒歩(つつじヶ丘)
◇下り…ケーブルカー(筑波山神社)
※天候などにより、コースを変更する場合
があります
■定員　120人（先着順）
■参加費　2,000円（保険料含む・申込時
に納入）
8月27日㈬ 8時30

分から参加費を添え
て直接生涯学習課に
申し込み(1人の申し
込みで4人まで)

■対象　市内在住・在学・在勤者
■日時　9月26日㈮、10月3日㈮・17日㈮・
31日㈮ の全4回　18時30分～20時30分
■場所　香取市民体育館アリーナ
■定員　40人（先着順）
■参加費　1,500円
(保険料含む)
8月22日㈮

から電話で生
涯学習課

問生涯学習課　☎(50)1221

問生涯学習課　☎(50)1221

市民ハイキング「筑波山」

フォークダンス教室

平成26年8月15日市民のひろば 8広報かとり
広報かとりは再生紙を使用しています


